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研究成果の概要（和文）：本研究は、保健師を対象とした低出生体重児を育てる家族支援のための教育プログラ
ム開発、試行、評価を実施し、保健師の実践力を高めることを目的に実施した。
基礎調査として、文献検討、インタビュー調査（低出生体重児を育てる母親、保健師）を実施し、新任期の保健
師を対象とした教育プログラム（講義、事例検討、情報交換）を開発した。評価はプログラム終了直後に、無記
名自記式の質問紙調査により実施した。教育プログラムは、120分の短い時間であったが、全体を通して満足度
は高く、低出生体重児を育てる家族に特徴的な課題を学び、支援の大切さを実感する機会となったと考える。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop and conduct a trial of an educational program 
for public health nurses in supporting families to raise infants with low birth weight and improve 
these nurses’ practical ability.
In a basic survey, we conducted literature reviews and interviews (mothers raising infants with low 
birth weight, public health nurses) and developed educational programs (lectures, case studies, free
 discussion) for novice public health nurses.  Immediately after the completion of the program, the 
evaluation was conducted with a self-administered questionnaire survey. Although the educational 
program had a short duration of 120 minutes, the degree of satisfaction was high overall, and it was
 an opportunity to learn the characteristic issues of families raising infants with low birth weight
 and realize the importance of support.

研究分野： 公衆衛生看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
低出生体重児の家族支援において、保健師は、家族との信頼関係を築くこと、個別性に応じた関わり、必要な社
会資源づくり等の専門的な知識と高い技術が求められる。本研究の基礎調査より、低出生体重児支援は、ケース
マネジメント能力と関係し、特に経験の浅い保健師にとって難しいものとなることが推測された。よって、教育
プログラムは、新任期の保健師を対象とし、基礎知識、母親の思いや経験、社会資源開発の実例等を取り入れた
内容とした。本教育プログラムは、低出生体重児を育てる家族に特徴的な課題や具体的な支援を学ぶ内容となっ
ており、新任期の保健師の低出生体重児を育てる家族支援の質の保証と支援技術の向上に寄与すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 

近年、出生数に占める低出生体重児の割合が増加し 1）、出生直後に医療的なケアを必要とし
た児も健やかに育つ一方で、発達や母子の愛着関係における課題がある。低出生体重児を出産し
た母親は、当初は思い描いていた出産と異なる状況に直面して衝撃を受けるが、次第に子どもに
接することでわが子を受け入れ、母子の愛着を育んでいくとされる 2）。しかし、退院時は一時的
に不安が高まり、特に退院後間もない時期は、入院中よりも育児技術の困難が課題とされている
3）。また、母親の認識は、周囲のサポートに大きく影響を受けるとされ 4）、母親が生活をしてい
る地域で安心して育児を行うことができる支援体制をつくることが重要である。行政に所属す
る保健師は、保健医療の観点から地域の中で新たなネットワークを作り出すことのできる職種
である。低出生体重児を育てる家族が、退院後の生活の中で、その家族らしく育児をしていくた
めに、保健師が果たす役割は大きい。しかし、保健師の育児支援に不満を感じている母親が 25％
にのぼるという調査結果 5)や、保健師の指導がマニュアル的で役に立たなかったという母親の語
りも報告されている 6）。保健師の低出生体重児を育てる家族への支援能力を高めていくことは重
要な課題であり、家族との信頼関係を築くこと、個別性に応じた関わり、必要な社会資源づくり
等の複合的な能力が求められる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、保健師が低出生体重児を育てる家族を支援の実践力の向上のために、保健師に特

化した教育プログラムを開発し、試行・評価を行う。このことは、保健師の低出生体重児を育て
る家族への知識と技術の向上、継続的なよりよい支援の実現に寄与すると考える。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、基礎調査、教育プログラムの開発、試行、評価を段階的に実施し
た。 
１） 基礎調査 
(1)文献検討 
 文献検討では、低出生体重児を育てる母親の状況、低出生体重児の医療機関の支援と保健師

の支援、保健師を対象とした教育プログラム開発に関する文献を収集した。 
教育プログラムを開発するために、母親の保健師に対するニーズや保健師の意識や技術を包

括的に捉えていく必要性を認識し、インタビュー調査を計画した。 
(2)インタビュー調査 
①低出生体重児を育てる母親 

出生体重が 2500g 未満かつ NICU・GCU に入院し、出生直後から医療的な処置を受けた 1 歳
から就学前の児を育てる母親 7 名に個別インタビューを実施した。インタビュー内容は、妊
娠・出産・育児の中で感じた思い、印象に残っていること、必要だと感じたこと、支援者に望
むこと等である。 

②保健師 
低出生体重児の家族支援の経験がある保健師 4 名にグループインタビューを実施した。イン
タビュー内容は、保健師が現在抱えている課題や必要としている知識や技術である。 

２） 教育プログラムの開発、実施、評価 
基礎調査の分析結果を元に、低出生体重児を育てる家族を支援するための保健師の教育プロ

グラム（講義、事例検討、情報交換）を開発した。対象は新任期の保健師とした。教育プログラ
ムは、計 3回（2018 年 12 月～2019 年 11 月）、計 13名の保健師を対象に実施した。評価はプロ
グラム終了直後に、無記名自記式の質問紙調査により実施した。5段階のリッカートスケール（1．
全くそう思わない～5.大変そう思う 等）と意見および感想（自由記載）で回答を求めた。 
 
４．研究成果 
１） 基礎調査 
(1)文献検討 
保健師の支援として、家庭訪問や親子の交流会等が行われているが、支援の効果は報告により

差があり統一した見解に至っていないことが示された。保健師を対象とした教育プログラムに
関する文献では、低出生体重児に関するものはほとんどなく、業務を抜けて研修に参加すること
の難しさ等の報告もあった。 
(2) インタビュー調査 
半構造的インタビューを行い、データは質的記述的に分析した。 
① 低出生体重児を育てる母親 
低出生体重児の母親が妊娠・出産・育児を通して支援に望む思いは、①かけがえのない子とい



う思いを共有したい、②自分の子どもに合った情報がほしい、③医療者のような知識がなくても、
おいてきぼりにしないでほしい、④もう一歩踏みこんでかかわってほしい、⑤同じ経験をした保
護者から話を聞いて、子どもの成長のイメージをもちたい、⑥同時に変化する家庭生活を支えて
ほしい、⑦小さく生まれたという意識と隣り合わせだからこそ今を大切にしたい、という７つの
カテゴリが示された。保健師に関しては、継続して相談をしている母親はおらず、環境を見に来
られるという緊張感や保健師の役割は分からないという内容も語られた。 
② 保健師 
保健師が抱えている支援の難しさとして、①子どもによって経過が異なる難しさ、②就学時等

の母親の心の揺れ、③医療機関の指導と差がでないような慎重な介入、④母親の子どもへの過剰
な期待、⑤母親の思いと保健師の等の個別事例に応じたケースマネジメントの難しさがあげら
れた。また、個別性が高く、新任期の保健師にとって難しいことが示された。 
２）教育プログラムの開発、実施、評価 
①教育プログラムの開発 
教育プログラムは、講義（基礎知識、保健師の支援の意図、母親の経験や思い、社会資源の開

発）、事例検討、情報交換の構成とし、知識を実践につなげ事例を掘り下げていく内容とした。
また、母親のニーズを地域全体の課題として取り組んだ事例として、しずおかリトルベビーハン
ドブック 7）の内容を取り入れた。教育プログラムの時間は、120 分とし、1回完結型とした。 
③ 教育プログラムの実施 
教育プログラムは、計 3回（2018 年 12 月～2019 年 11 月）実施し、計 13名の保健師が参加し

た。 
④ 教育プログラムの評価 
回答者の属性は、経験年数は平均 1年 8か月（範囲 6か月～2年 8か月）であり、看護師経験

ありのものは 3名であった。所属自治体は、指定都市 9名、特別区 3名、市町村 1名であった。 
参加者のうち 10名（77％）がこの 1 年の間に低出生体重児の支援を経験していたが、低出生

体重児の研修を受けたことがあるものは、基礎教育での講義も含めて 4名（31％）であった。 
リッカートスケールの平均値は、「基礎的な知識を学ぶことができた」4.8、「家族の思いにそ

った支援について考えることができた」4.8、「家族支援のために保健師としてできることをさら
に考えたい」5.0、「低出生体重児に関してさらに学びたい」4.8「教育プログラムの内容を実践
に活かしていけると思う」4.6 であった。 
進行のスムーズさ、時間、難易度、満足度、時間、参加者同士の交流は、4.5 以上であり、最

も数値の低かった時間に関しては「やや短かった」という回答が複数あった。 
講義、事例検討、情報交換毎の分析においても、すべての項目で、4.2 以上であった。 
自由記載の内容では「低出生体重児の母親の実際の思いや経験が印象に残った」という意見が

多く得られた。教育プログラムは、120 分の 1回完結型であったが、低出生体重児を育てる家族
に特徴的な課題を学び、支援の大切さを実感する機会となったと考える。特に、基礎調査で行っ
た低出生体重児の母親の経験や思い、保健師に対する印象を伝えたことは、参加者自身の支援の
振り返りや保健師としての姿勢を考えるきっかけとなっていた。また、特定のテーマで新任期の
保健師が交流することは、同じ立場での思いを共有する機会となり、今後の活動への動機づけと
なったと考える。体系的に活用できるように、新任期の保健師の研修等に取り入れていくことが
重要である。 
 

＜自由記載の抜粋＞※意味を保持したまま、表現の一部を変更 
・低出生体重児は数として少ないため“勉強しなければ”という思いがやや薄かったが、母親   
の思いや支援者に対する気持ちを学び、数として少ないからこそ、より丁寧な関わりが求めら  
れると感じた。 

・適切な養育態度である保護者に関しては、支援が手薄になりがちであったが、地域に根差す保  
健師としてできることをしていきたいと感じた。 

・もっと知識や技術を身につけて、母親が安心してもらえるような保健師になりたいという思い  
が強くなった。 

・大丈夫そうにみえる母子でも多くの思いを抱えていることをあらためて実感し、自分ができる  
ことをもっとしていきたいと思った。 

・母親の語りで「評価的な見方をしないでほしい」ということが印象に残った。育児ができるか 
虐待のリスクがないかという視点で考えることが多いと思うので、気を付けていきたい。 

・情報交換では、法令や新しい政策について知らないことばかりだったので勉強したい。 
・早い段階でフォロー終了としてしまうことが多かったので、細く長く一歩踏み込んだ支援がで 

きるとよいと思った。何かあった時にふと電話をしたくなるような保健師になりたいと思っ
た。 

・新任期という同じ立場で、他の自治体の保健師と話をできるのがよかった。 



・いろいろな自治体・職場の人と意見共有できて、とてもよかった。日々感じている困難感や不  
安感について話し合えた。 
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